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Ｊ
ミ
ル
ク
は
７
月
３０
日
、

２１
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
３
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
前
年

度
比
１
・
７
％
増
の
７
５
６

万
４
千
㌧
と
、
３
年
連
続
の

増
産
と
な
る
見
通
し
。
前
回

見
通
し
（
５
月
）
か
ら
、
０

・
５
㌽
上
方
修
正
し
た
。
乳

製
品
の
う
ち
、
脱
脂
粉
乳
の

在
庫
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

地
域
別
で
は
、
北
海
道
は

２
・
６
％
増
の
４
２
６
万
９

千
㌧
、
都
府
県
は
０
・
６
％

増
の
３
２
９
万
５
千
㌧
と
予

測
。北
海
道
、都
府
県
と
も
に

０
・
５
㌽
上
方
修
正
し
た
。

乳
用
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
、
北
海
道
で
は
２
歳
未

満
、
２
歳
以
上
と
も
に
増

加
。
主
力
と
な
る
２
〜
４
歳

の
伸
び
率
が
高
く
な
る
見
通

し
。
都
府
県
は
、
２
歳
未
満

頭
数
は
前
年
を
下
回
る
が
、

２
〜
４
歳
頭
数
は
前
年
を
上

回
っ
て
推
移
す
る
見
通
し
。

た
だ
、
全
国
の
２
歳
未
満
頭

数
は
、
引
き
続
き
前
年
を
や

や
下
回
っ
て
推
移
す
る
。

需
要
面
で
は
、
牛
乳
等
の

生
産
量
の
見
通
し
は
、
牛
乳

類（
牛
乳
、加
工
乳
、成
分
調

整
牛
乳
、
乳
飲
料
）
が
０
・

５
％
減
の
４
６
５
万
２
千
㌔

㍑
、
は
っ
酵
乳
は
２
・
０
％

減
の
１
０
３
万
２
千
㌔
㍑
と

予
測
。
そ
れ
ぞ
れ
０
・
３
㌽
、

０
・
８
㌽
下
方
修
正
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

業
務
用
需
要
は
低
調
に
推
移

し
て
お
り
、
家
庭
内
需
要
に

つ
い
て
も
、
昨
年
ほ
ど
の
需

要
は
み
ら
れ
ず
、
前
年
を
下

回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

用
途
別
処
理
量
の
見
通
し

は
、
飲
用
等
向
け
が
０
・
４

％
減
の
４
０
６
万
８
千
㌧
、

乳
製
品
向
け
は
４
・
４
％
増

の
３
４
４
万
９
千
㌧
。
飲
用

等
向
け
は
前
回
と
同
じ
だ

が
、
乳
製
品
向
け
は
１
・
１

㌽
上
方
修
正
。
特
に
、
脱
脂

粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
が
増

加
す
る
と
見
込
ん
だ
。

乳
製
品
の
期
末
在
庫
量

は
、
脱
脂
粉
乳
が
２４
・
４
％

増
の
１０
万
１
０
０
０
㌧
と
前

回
見
通
し
か
ら
増
え
、
バ
タ

ー
は
出
回
り
量
の
増
加
で
６

・
５
％
増
の
４
万
１
４
０
０

㌧
と
、
前
回
よ
り
減
る
と
見

込
ん
だ
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
に
つ

い
て
は
、
生
乳
供
給
量
は
前

年
度
比
０
・
６
％
増
、
飲
用

等
向
け
処
理
量
は
０
・
２
％

減
と
な
る
見
通
し
。
北
海
道

か
ら
都
府
県
へ
の
移
入
量

（
道
外
移
出
量
）
は
、
３
・

６
％
減
の
５２
万
４
千
㌧
と
前

年
を
下
回
る
見
通
し
。
前
回

見
通
し
よ
り
生
乳
供
給
量
が

増
加
し
た
た
め
、
移
入
量
を

０
・
５
㌽
下
方
修
正
し
た
。

最
需
要
期
の
９
月
は
４
・
８

％
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

全
国
的
に
生
乳
生
産
が
好

調
に
推
移
す
る
中
、
業
務
用

需
要
の
回
復
が
見
通
せ
な
い

状
況
に
あ
る
。
Ｊ
ミ
ル
ク

は
、
「
飲
用
等
を
中
心
と
し

た
需
要
拡
大
、
脱
脂
粉
乳
・

バ
タ
ー
の
在
庫
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
が
必
須
」
と
強

調
し
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
１１
日
、
２０

年
新
規
就
農
者
調
査
（
２１
年

２
月
１
日
現
在
）
の
結
果
を

公
表
し
た
。
新
規
就
農
者
は

５
万
３
７
４
０
人
で
、
前
年

に
比
べ
３
・
８
％
減
少
し

た
。
う
ち
４９
歳
以
下
は
０
・

９
％
減
の
１
万
８
３
８
０
人

で
、
５
年
連
続
の
減
少
。
３

年
連
続
で
２
万
人
を
割
り
込

ん
だ
。
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
に
は
、
若
年
層
の
人
材

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。新

規
就
農
者
は
１６
年
か
ら

減
少
傾
向
と
な
り
、
４
年
連

続
で
５
万
人
台
に
と
ど
ま
っ

た
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
が
３
万
８
８
０
０
人
で
前

年
比
７
・
８
％
減
、
女
性
は

１
万
４
９
４
０
人
で
８
・
５

％
増
。
う
ち
４９
歳
以
下
は
、

男
性
が
１
万
２
９
５
０
人
で

７
・
０
％
減
、
女
性
は
５
４

３
０
人
で
１７
・
５
％
増
と
な

っ
て
い
る
。

就
農
形
態
別
に
み
る
と
、

個
人
経
営
体
の
世
帯
員
で
、

「
学
生
」
や
「
他
に
雇
わ
れ

て
勤
務
が
主
」
か
ら
「
自
営

農
業
へ
の
従
事
が
主
」
に
な

っ
た
「
新
規
自
営
農
業
就
農

者
」
は
６
・
２
％
減
の
４
万

１
０
０
人
だ
っ
た
。
う
ち
４９

歳
以
下
は
８
４
４
０
人
で
、

８
・
１
％
減
と
大
き
く
減
っ

た
。新

規
学
卒
就
農
者
は
１
１

３
０
人
で
、
全
体
の
２
・
８

％
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、

６５
歳
以
上
は
１
万
７
９
９
０

人
で
、
全
体
の
４４
・
９
％
を

占
め
て
い
る
。

法
人
な
ど
に
常
雇
い
（
年

間
７
ヵ
月
以
上
）
と
し
て
雇

用
さ
れ
、
農
業
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
っ
た
「
新
規
雇
用

就
農
者
」
は
１
・
１
％
増
の

１
万
５０
人
で
、
３
年
ぶ
り
に

１
万
人
を
上
回
っ
た
。
う
ち

４９
歳
以
下
は
７
３
６
０
人

で
、
３
・
８
％
増
加
し
た
。

な
お
、
農
家
出
身
が
１
２

６
０
人（
う
ち
新
規
学
卒
就

農
者
１
７
０
人
）に
対
し
、非

農
家
出
身
は
８
７
９
０
人

（
同
１
３
１
０
人
）で
、
全
体

の
８７
・
５
％
を
占
め
て
い
る
。

土
地
や
資
金
を
独
自
に
調

達
し
、
農
業
経
営
を
開
始
し

た
経
営
の
責
任
者
及
び
共
同

経
営
者
で
あ
る
「
新
規
参
入

者
」
は
、
１１
・
９
％
増
の
３

５
８
０
人
だ
っ
た
。
う
ち
４９

歳
以
下
は
２
５
８
０
人
で
、

１３
・
７
％
増
加
し
た
。

営
農
部
門
別
に
新
規
参
入

者
数
を
み
る
と
、
露
地
野
菜

作
が
１
１
１
０
人
と
最
も
多

く
、
次
い
で
施
設
野
菜
作
が

７
０
０
人
、
果
樹
作
が
６
６

０
人
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産

・
酪
農
関
係
は
、
肉
用
牛
が

前
年
の
８０
人
か
ら
１
２
０

人
、
酪
農
が
４０
人
か
ら
６０
人

へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い

る
。

農
水
省
は
７
月
２９
日
、
各

都
道
府
県
の
２１
年
産
主
食
用

米
、
戦
略
作
物
等
の
作
付
け

意
向
に
つ
い
て
、
第
３
回
中

間
的
取
組
状
況
（
２１
年
６
月

末
時
点
）
を
発
表
し
た
。
作

付
け
意
向
を
集
計
し
た
結

果
、
全
国
の
主
食
用
米
の
作

付
面
積
は
、
２０
年
産
実
績
に

比
べ
、
最
終
的
に
は
約
６
・

２
〜
６
・
５
万
㌶
程
度
減
る

見
込
み
。
主
食
用
米
の
需
給

均
衡
に
は
、
過
去
最
大
規
模

（
６
・
７
万
㌶
）
の
作
付
け

転
換
（
転
作
）
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
達
成
で

き
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

前
回
（
４
月
末
時
点
）
に

比
べ
、
「
減
少
傾
向
」
が
３８

都
道
府
県
か
ら
４１
都
道
府
県

に
増
え
た
。
「
前
年
並
み
傾

向
」
は
９
県
か
ら
６
県
へ
と

減
り
、
「
増
加
傾
向
」
は
前

回
同
様
な
か
っ
た
。
減
少
傾

向
と
し
た
都
道
府
県
の
う

ち
、「
５
％
超
の
減
少
傾
向
」

と
し
た
の
は
、
２
県
か
ら
１２

道
県
へ
と
大
幅
に
増
え
た
。

４
月
末
時
点
の
試
算
で

は
、
約
３
・
７
万
㌶
減
る
見

込
み
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
主

産
地
の
北
海
道
・
東
北
・
北

陸
な
ど
で
飼
料
用
米
な
ど
へ

の
転
換
が
進
ん
だ
。

戦
略
作
物
で
は
、
加
工
用

米
で
２２
道
府
県
、
飼
料
用
米

で
４１
道
府
県
、
稲
発
酵
粗
飼

料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用
稲
で
３２
道

府
県
が
前
年
よ
り
「
増
加
傾

向
」
と
見
込
ん
で
い
る
。

農
水
省
は
７
月
２９
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
「
米

穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
基
本
指
針
」
を
諮

問
。
２１
／
２２
年
の
主
食
用
米

の
需
要
見
通
し
な
ど
の
基
本

指
針
案
が
了
承
さ
れ
た
。

２０
／
２１
年
（
２０
年
７
月
〜

２１
年
６
月
）
の
主
食
用
米
の

需
要
実
績
は
、
前
年
の
７
１

４
万
㌧
か
ら
約
１０
万
㌧
減
少

し
、
７
０
４
万
㌧
（
速
報

値
）
と
な
っ
た
。
今
年
２
月

の
同
部
会
で
の
見
通
し
（
２

１
１
万
〜
７
１
６
万
㌧
）
を

下
回
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
等

に
よ
る
需
要
減
少
が
予
想
以

上
だ
っ
た
。

２１
年
６
月
末
の
民
間
在
庫

量
は
前
年
か
ら
約
１９
万
㌧
増

加
し
、
２
１
９
万
㌧
（
同
）

と
な
っ
た
。
需
給
が
安
定
す

る
適
正
水
準
は
、
１
８
０
〜

２
０
０
万
㌧
と
さ
れ
て
い

る
。
１５
年
６
月
末
の
在
庫
量

２
２
６
万
㌧
以
来
の
高
水
準

と
な
る
。

２１
／
２２
年
の
需
給
見
通
し

で
は
、
２１
年
産
の
生
産
量

を
、
今
年
２
月
の
同
部
会
で

設
定
し
た
適
正
生
産
量
６
９

３
万
㌧
と
仮
定
し
た
。
２１
年

６
月
末
の
民
間
在
庫
量
を
足

す
と
、
２１
／
２２
年
（
２１
年
７

月
〜
２２
年
６
月
）
の
供
給
量

は
９
１
２
万
㌧
と
な
る

（
表
）
。

需
要
見
通
し
は
、
１
人
当

た
り
消
費
量
５６
・
１
㌔
（
推

計
値
）
に
人
口
（
同
）
を
乗

じ
て
、
７
０
２
・
６
万
㌧
と

算
出
し
た
。
供
給
量
か
ら
差

し
引
く
と
、
２２
年
６
月
末
の

民
間
在
庫
量
は
２
１
０
万
㌧

と
な
る
見
通
し
。

主
食
用
米
の
需
要
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
停
滞
し
て
い

る
。
今
後
の
需
要
動
向
は
不

透
明
で
、
需
給
緩
和
が
懸
念

さ
れ
る
。

２０２１年度の地域別生乳生産量（見通し）
（千トン、％）

全国 北海道 都道府県

前年比 前年比 前年比
４月 ６４４ １０１．５ ３５１ １０１．８ ２９２ １０１．２
５月 ６７０ １０１．９ ３７０ １０２．５ ３００ １０１．３
６月 ６４１ １０２．８ ３６１ １０３．２ ２８０ １０２．２
７月 ６３６ １０１．３ ３６７ １０２．９ ２６９ ９９．３
８月 ６１６ １０１．４ ３５８ １０２．０ ２５８ １００．６
９月 ６０１ １０２．０ ３４６ １０２．６ ２５４ １０１．１
１０月 ６２２ １０１．６ ３５５ １０２．７ ２６７ １００．１
１１月 ６０４ １０１．８ ３４２ １０２．９ ２６３ １００．４
１２月 ６３４ １０１．９ ３５９ １０３．０ ２７５ １００．５
１月 ６４２ １０２．３ ３６１ １０３．１ ２８１ １０１．２
２月 ５９１ １０１．４ ３３１ １０２．４ ２６０ １００．１
３月 ６６３ １０１．２ ３６８ １０２．６ ２９５ ９９．４
上期 ３，８０７ １０１．８ ２，１５３ １０２．５ １，６５４ １００．９
下期 ３，７５６ １０１．７ ２，１１５ １０２．８ １，６４１ １００．３
年度計 ７，５６４ １０１．７ ４，２６９ １０２．６ ３，２９５ １００．６

新規就農者数の推移（就農形態別）
（人）

区分 計

就農形態別
新規
自営農業
就農者

新規雇用
就農者

新規
参入者４９歳以下 ４９歳以下 ４９歳以下 ４９歳以下

２０１０年 ５４，５７０ １７，９７０ ４４，８００ １０，９１０ ８，０４０ ６，１２０ １，７３０ ９４０
１１ ５８，１２０ １８，６００ ４７，１００ １０，４６０ ８，９２０ ６，９６０ ２，１００ １，１８０
１２ ５６，４８０ １９，２８０ ４４，９８０ １０，５４０ ８，４９０ ６，５７０ ３，０１０ ２，１７０
１３ ５０，８１０ １７，９４０ ４０，３７０ １０，０９０ ７，５４０ ５，８００ ２，９００ ２，０５０
１４ ５７，６５０ ２１，８６０ ４６，３４０ １３，２４０ ７，６５０ ５，９６０ ３，６６０ ２，６５０
１５ ６５，０３０ ２３，０３０ ５１，０２０ １２，５３０ １０，４３０ ７，９８０ ３，５７０ ２，５２０
１６ ６０，１５０ ２２，０５０ ４６，０４０ １１，４１０ １０，６８０ ８，１７０ ３，４４０ ２，４７０
１７ ５５，６７０ ２０，７６０ ４１，５２０ １０，０９０ １０，５２０ ７，９６０ ３，６４０ ２，７１０
１８ ５５，８１０ １９，２９０ ４２，７５０ ９，８７０ ９，８２０ ７，０６０ ３，２４０ ２，３６０
１９ ５５，８７０ １８，５４０ ４２，７４０ ９，１８０ ９，９４０ ７，０９０ ３，２００ ２，２７０
２０ ５３，７４０ １８，３８０ ４０，１００ ８，４４０ １０，０５０ ７，３６０ ３，５８０ ２，５８０

注）新規参入者については、１４年調査から従来の「経営の責任者」に加え、「共同経営者」を含む。

２０２１／２２年の主食用米等の需給見通し
（万トン）

２１年６月末民間在庫量 Ａ ２１９
２１年産主食用米等生産量 Ｂ ６９３
２１／２２年主食用米等供給量計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ ９１２
２１／２２年主食用米等需要量 Ｄ ７０３
２２年６月末民間在庫量 Ｅ＝Ｃ－Ｄ ２１０

２０／２１年需要実績は１０万㌧減
２２年６月末在庫見通し２１０万㌧

２１
年
度
生
乳
生
産
量
1.7
％
増

２１
年
度
生
乳
生
産
量
1.7
％
増

Ｊ
ミ
ル
ク

見
通
し

北
海
道
・
都
府
県
と
も
上
方
修
正

米の基本指針

２０
年
新
規
就
農
者
3.8
％
減

４９
歳
以
下
３
年
連
続
２
万
人
割
れ

４１
都
道
府
県
が「
減
少
傾
向
」

２１
年
産
米
、作
付
け
転
換
進
む

・「食料・農業 知っておきたい話」―１００―
（２面）

・チーズ総消費量、６年連続で最高更新 （３面）
・原料原産地表示制度の認知に課題 （４面）
・天敵特性活かし二重対策 （５面）
・イアコーンサイレージで夏バテ防止 （６面）
・バーチャル映像で作業事故を体感 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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原
油
価
格
高
騰
は

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
高

騰
に
つ
な
が
る

飼
料
穀
物
価
格
が
再
び
高

騰
し
て
い
る
。
供
給
要
因
と

し
て
は
、
中
国
で
の
豪
雨
な

ど
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

減
産
、
南
米
産
地
で
の
長
雨

に
よ
る
作
付
け
遅
れ
、
そ
の

後
の
乾
燥
に
よ
る
作
柄
悪
化

懸
念
、
輸
出
量
が
世
界
３
位

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
輸
出
規
制
（
す
で

に
撤
回
）
な
ど
、
需
要
要
因

と
し
て
は
、
特
に
、
中
国
で

の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回

復
と
豚
熱
か
ら
の
回
復
に
よ

る
飼
料
需
要
増
大
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
中
国
が

米
国
か
ら
購
入
し
た
量
（
年

間
、
９
〜
８
月
）の
増
加
は
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
：
２
０
１
９

／
２０
年
２
百
万
㌧
↓
２０
／
２１

年
２１
百
万
㌧
、
ソ
ル
ガ
ム
：

１９
／
２０

４
百
万
㌧
↓
２０
／

２１

７
百
万
㌧
、
大
豆
：
１９

／
２０

１６
百
万
㌧
↓
２０
／
２１

３６
百
万
㌧
、
小
麦
：
１９
／

２０

０
・
５
百
万
㌧
↓
２０
／

２１

３
百
万
㌧
、
と
異
常
に

大
き
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
「
中
国
共
産
党
設
立
１

０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
コ
ロ
ナ
か
ら
い
ち
早
く

立
ち
直
っ
た
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
豚
熱
含
む
国
内
減
産

か
ら
食
肉
不
足
に
よ
る
物
価

高
騰
に
よ
る
国
民
の
反
発
を

恐
れ
、
安
定
的
な
食
料
供
給

が
で
き
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
国
内
生
産
を
爆
発

的
に
増
や
し
、
ま
た
、
ト
ラ

ン
プ
氏
か
ら
の
バ
イ
ア
メ
リ

カ
ン
の
圧
力
に
対
応
す
る
形

で
大
量
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・

大
豆
の
購
入
を
行
い
、
食
料

安
定
確
保
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
で
、
人
心
の
掌
握
を
図

っ
た
」
と
の
見
方
（
全
農
・

川
崎
浩
之
氏
）
が
あ
る
。

筆
者
は
、
原
油
価
格
高
騰

の
影
響
に
も
注
目
し
て
い

る
。
山
下
一
仁
氏
も
指
摘
し

て
い
る
が
、
米
国
で
は
、
ガ

ソ
リ
ン
へ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
混

合
が
制
度
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
仕
向

け
先
は
、
飼
料
用
と
バ
イ
オ

燃
料
用
で
７
割
を
占
め
る
。

筆
者
ら
の
研
究
（
日
経
文
庫

『
食
料
を
読
む
』
２
０
１
０

年
）
で
、
原
油
に
対
し
て
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
相
対
的
に
安

く
な
る
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
需
要
が
増

え
る
と
い
う
明
瞭
な
相
関
関

係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
「
原
油
価
格
高

騰
↓
原
油
に
対
す
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
相
対
価
格
の
低
下

↓
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ

ー
ル
向
け
需
要
増
加
↓
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
飼
料
向
け
供
給

減
少
↓
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格

高
騰
」
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
働
く
の
で
あ
る
。

価
格
高
騰
が
生
じ

や
す
い
市
場
構
造

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
が
以
前

か
ら
指
摘
し
て
い
る
貿
易
自

由
化
の
進
展
で
価
格
高
騰
が

生
じ
や
す
い
市
場
構
造
が
で

き
て
い
る
こ
と
も
根
本
的
問

題
の
１
つ
で
あ
る
。

ト
ロ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
、

米
国
・
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
Ｅ

Ｕ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
６
ヵ
国
で
世
界
の

８０
％
、
大
豆
生
産
は
、
米
国

・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
・
中
国
の
４
ヵ
国
で
８７
％
、

小
麦
生
産
は
、
中
国
・
Ｅ
Ｕ

・
イ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
米
国

・
カ
ナ
ダ
・
豪
州
の
７
ヵ
国

で
世
界
の
７５
％
を
占
め
る
。

米
国
な
ど
の
要
請
に
よ
る

貿
易
自
由
化
の
進
展
で
、
穀

物
を
輸
入
に
頼
る
国
が
増

え
、
生
産
・
輸
出
が
少
数
国

に
か
ぎ
ら
れ
る
傾
向
が
強
ま

っ
た
た
め
、
需
給
に
シ
ョ
ッ

ク
が
生
じ
る
と
、
価
格
が
高

騰
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
た

め
、
高
値
期
待
で
投
機
マ
ネ

ー
も
入
り
や
す
く
な
り
、
不

安
心
理
で
輸
出
規
制
も
起
こ

り
や
す
く
な
り
、
価
格
高
騰

が
増
幅
さ
れ
、
果
て
は
、
高

く
て
買
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、

お
金
を
払
っ
て
も
買
え
な
い

事
態
に
な
る
。

ま
た
、
「
世
界
の
コ
ロ
ナ

緊
急
対
策
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
の
市
場
流
通
量
が
増
え
、

ま
わ
り
ま
わ
っ
て
フ
ァ
ン
ド

や
機
関
投
資
家
に
集
ま
れ

ば
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
（
穀

物
な
ど
）
に
流
動
マ
ネ
ー
が

流
れ
込
む
。
原
油
が
上
が
れ

ば
穀
物
に
は
安
心
し
て
投
機

で
き
る
と
い
う
上
昇
ス
パ
イ

ラ
ル
が
で
き
て
い
る
」
と
の

見
方
（
前
出
・
川
崎
氏
）
も

あ
る
。

な
お
、
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
（
基
礎
条
件
）
と
し
て

は
、
穀
物
の
大
量
期
末
在
庫

が
中
国
の
爆
買
い
で
一
気
に

最
低
在
庫
水
準
ま
で
減
っ
て

し
ま
っ
た
米
国
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
は
、
一
発
干
ば
つ
が
来

れ
ば
、
大
変
に
な
る
、
異
常

気
象
が
世
界
で
連
続
的
に
起

き
て
い
る
、
カ
ナ
ダ
も
歴
史

的
な
高
温
と
山
火
事
…
と
い

っ
た
心
理
か
ら
、
価
格
の
変

動
性
が
高
ま
っ
た
。
北
米
を

含
む
世
界
の
穀
物
主
要
国
で

の
豊
作
が
確
定
す
る
ま
で

は
、
従
来
の
価
格
レ
ベ
ル
に

は
到
底
戻
ら
な
い
」
「
今
後

の
世
界
の
穀
物
・
油
糧
種
子

は
、
再
生
可
能
デ
ィ
ー
ゼ
ル

向
け
大
豆
と
菜
種
の
需
要
が

急
増
し
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
エ
タ
ノ
ー
ル
が
導
入

さ
れ
た
と
き
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
再
来
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

の
見
方
（
前
出
・
川
崎
氏
）

が
あ
る
。

必
要
な
対
策
〜
無

理
し
な
い
酪
農
・

畜
産
の
優
位
性

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
事

態
は
一
過
性
で
は
な
く
、
一

度
収
ま
っ
て
も
、
ま
た
起
き

る
。
そ
し
て
、
異
常
気
象
の

「
常
態
化
」
や
中
国
や
新
興

国
の
畜
産
需
要
増
加
に
よ
っ

て
も
、
そ
の
頻
度
は
高
ま
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日

本
も
、
根
本
的
に
酪
農
・
畜

産
の
飼
料
調
達
構
造
の
転
換

を
い
よ
い
よ
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。ま

ず
、
①
配
合
飼
料
用
と

粗
飼
料
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
の
拡
大
、
②
本
格
的
な

飼
料
用
米
の
増
産
、
に
加
え

て
、
③
自
家
の
粗
飼
料
割
合

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。例

え
ば
、
前
々
回
の
コ
ラ

ム
で
紹
介
し
た
北
海
道
・
釧

路
地
域
の
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

家
の
調
査
（
２
０
１
８
年
）

で
は
、
購
入
飼
料
代
は
、
農

協
平
均
の
２
７
８
０
万
円
に

対
し
て
、
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

は
５
０
０
万
円
と
約
１
／
６

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
飼
料
費

が
高
騰
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
の
優
位
性

は
高
ま
る
。
購
入
飼
料
に
頼

る
ほ
う
が
、
と
き
ど
き
飼
料

が
高
騰
し
て
も
長
期
的
に
は

総
所
得
で
有
利
だ
、
と
は
言

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
デ
ー
タ
も
参
考
に
、
経

営
方
針
を
転
換
し
て
い
く
努

力
も
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

米
国
農
務
省
は
７
月
１２

日
、
２
０
２
１
／
２２
年
度
３

回
目
の
世
界
及
び
主
要
国
の

穀
物
・
大
豆
に
関
す
る
需
給

見
通
し
を
発
表
し
た
。
世
界

の
穀
物
全
体
（
小
麦
、
粗
粒

穀
物
、
米
）
及
び
大
豆
の
生

産
量
は
消
費
量
を
上
回
る
見

通
し
。
だ
が
、
米
国
の
期
末

在
庫
率
｛
期
末
在
庫
量
×
１

０
０
／
（
消
費
量
＋
輸
出

量
）
｝
は
低
水
準
に
な
る
と

予
測
し
て
い
る
。

【
穀
物
全
体
】▽

生
産
量
＝

２７
億
９
５
２
５

万
㌧
（
前
年
度

比
３
・
１
％
増
）

▽
消
費
量
＝

２７
億
９
３
８
２

万
㌧
（
１
・
７

％
増
）

▽
期
末
在
庫

量
＝
７
億
７
６

８
６
万
㌧
（
０

・
２
％
増
）

▽
期
末
在
庫
率
＝
２７
・
８

％
（
０
・
４
㌽
減
）

期
末
在
庫
率
は
前
年
度
よ

り
低
下
す
る
も
の
の
、
直
近

の
価
格
高
騰
年
（
１２
／
１３
年

度
）
の
２１
・
０
％
を
上
回
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、

米
国
の
穀
物
全
体
の
期
末
在

庫
率
は
、
前
年
度（
見
込
み
）

の
１１
・
７
％
に
続
き
１２
・
７

％
と
、
１２
／
１３
年
度
の
１２
・

０
％
に
近
い
低
水
準
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。

小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

需
給
動
向
は
次
の
と
お
り
。

小
麦
：
世
界
の
生
産
量

は
、
米
国
で
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
下
方
修
正
さ

れ
た
が
、
依
然
と
し
て
史
上

最
高
と
な
る
見
通
し
。
世
界

の
消
費
量
は
、
ロ
シ
ア
や
米

国
な
ど
で
飼
料
用
需
要
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
史

上
最
高
と
な
る
見
通
し
。
生

産
量
は
消
費
量
を
上
回
り
、

期
末
在
庫
量
は
前
年
度
よ
り

増
加
す
る
見
通
し
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
：
世
界
の

生
産
量
は
、
米
国
で
収
穫
面

積
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

史
上
最
高
と
な
る
見
通
し
。

世
界
の
消
費
量
は
、
米
国
の

飼
料
用
需
要
の
増
加
な
ど
で

前
年
度
よ
り
増
え
る
見
通

し
。
生
産
量
は
消
費
量
を
上

回
り
、
期
末
在
庫
量
は
前
年

度
よ
り
増
加
す
る
見
通
し
。

な
お
、
米
国
の
需
給
は
、

生
産
量
の
上
方
修
正
か
ら
、

期
末
在
庫
率
は
９
・
６
％
に

上
方
修
正
さ
れ
た
が
、
依
然

と
し
て
１０
％
を
割
り
込
ん
で

い
る
（
１２
／
１３
年
度
の
期
末

在
庫
率
は
７
・
４
％
）
。

【
大
豆
】

世
界
の
生
産
量
は
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
史
上
最
高
と
な
り
、

米
国
で
も
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
史
上
最
高
と
な
る
見
通

し
。
世
界
の
消
費
量
は
、
中

国
な
ど
で
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
前
年
度
よ
り
増
加
す
る

見
通
し
。
生
産
量
は
消
費
量

を
上
回
り
、
期
末
在
庫
量
は

前
年
度
よ
り
増
加
す
る
見
通

し
。な

お
、
米
国
の
需
給
は
、

前
回
の
予
測
か
ら
変
更
が
な

く
、
期
末
在
庫
率
は
３
・
５

％
と
、
低
水
準
の
ま
ま
の
見

込
み
（
同
４
・
５
％
）
。

◇

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格

昨
年
比
２
倍
で
推
移

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
国
際
価
格

の
指
標
で
あ
る
米
国
シ
カ
ゴ

商
品
取
引
所
の
価
格
は
、
米

国
産
の
中
国
向
け
の
輸
出
需

要
や
、
米
国
や
南
米
の
高
温

・
乾
燥
に
よ
る
供
給
減
の
予

想
か
ら
４
月
初
旬
に
上
昇
。

５
月
上
旬
に
は
、
７
ド
ル
／

㌴
（
約
２５
・
４
㎏
）
台
後
半

ま
で
値
を
上
げ
た
。

６
月
に
入
り
、
主
産
地
で

あ
る
米
国
中
西
部
の
降
雨
や

順
調
な
発
育
に
よ
り
値
を
下

げ
た
も
の
の
、
７
月
末
現
在

で
５
ド
ル
／
㌴
台
中
ば
と
な

っ
て
い
る
。
前
年
同
時
期
に

比
べ
、
約
２
倍
の
高
値
圏
で

推
移
し
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
３
日
、「
畜

舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の

特
例
に
関
す
る
法
律
」
（
畜

舎
建
築
特
例
法
、
以
下
「
同

法
」
）
に
関
す
る
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
開
き
、
同

法
の
基
準
等
に
係
る
省
令
案

を
示
し
た
。

同
法
は
２１
年
５
月
１９
日
に

公
布
さ
れ
、
１
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
施
行
と
な
る
。

畜
舎
等（
畜
舎
及
び
堆
肥
舎
）

の
建
築
費
の
低
コ
ス
ト
化
で

国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
建
築
基
準
法
の
特
例

を
定
め
る
。

建
築
基
準
法
の
構
造
等
の

基
準
に
よ
ら
ず
に
畜
舎
等
の

建
築
が
で
き
る
よ
う
、
畜
舎

等
の
建
築
及
び
利
用
に
関
す

る
計
画
（
畜
舎
建
築
利
用
計

画
）
の
認
定
制
度
を
創
設
。

計
画
が
、
畜
舎
等
の
利
用
の

方
法
に
関
す
る「
利
用
基
準
」

と
、
畜
舎
等
の
構
造
等
に
関

す
る
「
技
術
基
準
」
（
建
築

基
準
法
よ
り
緩
和
さ
れ
た
基

準
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事

の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
、

建
築
基
準
法
の
適
用
が
除
外

さ
れ
る
。

基
準
等
に
係
る
省
令
案
が

示
さ
れ
た
。
対
象
と
な
る
畜

舎
は
、
家
畜
を
飼
養
す
る
施

設
、
搾
乳
施
設
、
集
乳
施
設
、

こ
れ
ら
の
内
部
に
あ
る
室
。

堆
肥
舎
は
、
屋
根
及
び
柱
も

し
く
は
壁
を
有
す
る
施
設
、

そ
の
内
部
に
あ
る
室
。

同
法
の
対
象
と
な
る
畜
舎

等
の
高
さ
は
、１６
㍍
以
下（
軒

高
は
設
定
し
な
い
）
。

畜
舎
建
築
利
用
計
画
に
お

け
る
技
術
基
準
に
係
る
計
画

申
請
・
審
査
が
不
要
と
な
る

面
積
は
、
木
造
、
そ
の
他
の

区
別
な
く
３
０
０
０
㎡
以
下

と
す
る
（
市
街
化
区
域
・
用

途
地
域
外
）
。

同
法
に
お
い
て
、
畜
舎
等

の
基
礎
に
係
る
深
さ
の
規
定

は
設
け
な
い
。

利
用
基
準
と
し
て
、
畜
舎

等
の
床
面
積
に
応
じ
て
、
通

常
時
に
お
け
る
１
日
の
延
べ

滞
在
時
間
、
最
大
滞
在
人
数

を
提
示
。
例
え
ば
、
１
０
０

０
㎡
以
下
は
８
時
間
ま
で
と

し
、最
大
滞
在
人
数
は
４
人
。

同
省
は
、
９
月
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）

を
実
施
し
、
１１
月
に
政
省
令

を
交
付
す
る
。
そ
の
後
、
農

業
者
・
建
築
士
・
団
体
等
へ

の
説
明
を
行
い
、
来
年
４
月

の
法
律
施
行
を
予
定
し
て
い

る
。

世界の穀物・大豆需給見通し 米国農務省
大豆

３億８５２２万 t
（６．０％増）
３億８１０９万 t
（３．３％増）

９４４９万 t
（３．３％増）
２４．８％
（０．０）
３．５％

（０．５㌽増）
※（ ）内は前年度比増減 （農水省の資料を基に作成）

トウモロコシ
１１億９４８０万 t
（６．６％増）
１１億８３４７万 t
（３．２％増）
２億９１１８万 t
（４．０％増）
２４．６％

（０．２㌽増）
９．６％

（２．５㌽増）

小麦
７億９２４０万 t
（２．１％増）
７億９０８９万 t
（０．８％増）
２億９１６８万 t
（０．５％増）
３６．９％

（０．１㌽減）
３２．１％

（７．９㌽減）

生産量

消費量

期 末
在庫量
期 末
在庫率
米国の
在庫率

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話

第
１００
回

穀
物

大
豆

米
国
の
期
末
在
庫
が
低
水
準
に

飼飼飼
料料料
穀穀穀
物物物
高高高
騰騰騰
ののの
要要要
因因因
ととと
対対対
策策策

２１
／
２２
年
度
の
世
界
需
給
見
通
し

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

畜
舎
建
築
特
例
法
、来
年
施
行
へ

農
水
省
が
基
準
等
の
省
令
案
示
す

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農林水産物・食品 輸出額の推移

※財務省「貿易統計」を基に農水省作成

（単位：億円）

2019年

9,121 9,217
9,860

4,388

2020年 2020年
（少額貨物等を含む）

2020年
1-6月

少額貨物 254
水産物 1,031
林産物 192
農産物 2,911

5,773
少額貨物 367
水産物 1,371
林産物 281
農産物 3,754

2021年
1-6月

5,878

2,873

370

6,560

2,276

381

農産物
6,560

水産物
2,276

少額貨物等
643

＋1.1％
（前年比） ＋31.6％

（前年同期比）

林産物
381

農
水
省
は
７
月
２１
日
、
２０

年
度
の
「
チ
ー
ズ
の
需
給

表
」
を
公
表
し
た
。
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
と
プ
ロ
セ
ス
チ

ー
ズ
を
合
わ
せ
た
総
消
費
量

は
、
微
増
な
が
ら
前
年
度
を

上
回
り
、
１５
年
度
か
ら
６
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
の
生
産
量
が
前
年
度
を
上

回
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
総

消
費
量
に
占
め
る
国
産
の
割

合
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
ベ

ー
ス
）
は
、
７
年
ぶ
り
に
上

昇
に
転
じ
た
。

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

の
生
産
量
は
、
前
年
度
比
７

・
１
％
増
の
４
万
７
５
６
４

㌧
（
表
）
と
４
年
ぶ
り
に
前

年
度
を
上
回
っ
た
。内
訳
は
、

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原
料
用
が

９
・
８
％
増
の
２
万
１
３
０

７
㌧
、
同
原
料
用
以
外
（
直

接
消
費
用
、
業
務
用
、
そ
の

他
原
料
用
）
が
５
・
０
％
増

の
２
万
６
２
５
７
㌧
と
、
と

も
に
好
調
だ
っ
た
。

一
方
、
輸
入
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
の
総
量
は
、
１
・
６

％
減
の
２８
万
２
４
５
４
㌧
と

４
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。
内

訳
は
、
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原

料
用
が
０
・
８
％
減
の
９
万

１
５
３
２
㌧
、
同
原
料
用
以

外
が
１
・
９
％
減
の
１９
万
９

２
２
㌧
。

国
産
品
と
輸
入
品
を
合
わ

せ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の

消
費
量
は
、
１
・
１
％
減
の

２１
万
７
１
７
９
㌧
と
４
年
ぶ

り
に
減
少
し
た
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
の
消
費

量
は
、
２
・
１
％
増
の
１４
万

３
５
２
５
㌧
と
２
年
ぶ
り
に

増
加
し
た
。
内
訳
は
、
国
内

生
産
量
が
１
・
９
％
増
の
１３

万
４
２
７
８
㌧
、
輸
入
数
量

が
６
・
１
％
増
の
９
２
４
７

㌧
。そ

の
結
果
、
総
消
費
量
は

前
年
度
を
０
・
２
％
上
回
る

３６
万
７
０
４
㌧
と
な
っ
た
。

な
お
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

が
占
め
る
割
合
は
６０
・
２
％

で
０
・
８
㌽
下
が
っ
た
。

近
年
、
食
生
活
の
多
様
化

や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど

に
伴
い
、
チ
ー
ズ
の
消
費
が

伸
び
て
い
る
。
だ
が
、
国
内

生
産
量
が
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
輸
入
量

が
増
加
傾
向
と
な
り
、
国
産

の
割
合
は
年
々
低
下
し
て
き

た
。２０

年
度
の
総
消
費
量
に
占

め
る
国
産
の
割
合
は
、
前
年

度
か
ら
１
・
０
㌽
上
昇
の
１４

・
１
％
と
、
１７
年
度
水
準
に

な
っ
た
も
の
の
、
低
迷
が
続

い
て
い
る
。
プ
ロ
セ
ス
チ
ー

ズ
原
料
用
の
国
産
の
割
合
を

み
る
と
、
１
・
５
㌽
上
昇
の

１８
・
９
％
に
と
ど
ま
り
、
４

年
連
続
で
２０
％
を
下
回
っ

た
。

農
水
省
は
８
月
３
日
、
２１

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

実
績
を
発
表
し
た
。
輸
出
総

額
は
前
年
よ
り
１
３
８
５
億

円
（
３１
・
６
％
）
増
の
５
７

７
３
億
円
。
上
半
期
の
実
績

と
し
て
は
、
過
去
最
高
額
と

な
っ
た
。

輸
出
額
の
内
訳
は
、
農
産

物
（
加
工
食
品
を
含
む
）
が

３
７
５
４
億
円
（
前
年
同
期

比
２９
・
０
％
増
）
、
林
産
物

が
２
８
１
億
円
（
４６
・
６
％

増
）
、
水
産
物
が
１
３
７
１

億
円
（
３３
・
０
％
増
）
、
１

品
目
２０
万
円
以
下
の
少
額
貨

物
が
３
６
７
億
円
（
４４
・
５

％
増
）
。

前
年
同
期
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
に
よ
る
外
食
需
要
減
で

落
ち
込
ん
だ
が
、
今
年
は
大

幅
に
伸
び
た
。
牛
肉
や
日
本

酒
、
果
実
な
ど
で
海
外
の
家

庭
向
け
需
要
に
対
応
で
き

た
。
ま
た
、
中
国
や
米
国
を

中
心
に
経
済
活
動
が
回
復
傾

向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
林
産
物
や
水
産
物
の

輸
出
も
増
加
し
た
。

農
産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
４

９
４
億
円
（
４６
・
５
％
増
）

と
最
も
伸
び
た
。
特
に
牛
肉

が
２
２
３
億
円
（
１
１
９
・

３
％
増
）
と
約
２
・
２
倍
に

拡
大
。
鶏
卵
も
２６
億
円
（
３０

・
２
％
増
）
と
伸
び
た
ほ

か
、
牛
乳
・
乳
製
品
が
１
１

７
億
円
（
２
・
６
％
増
）
と

好
調
を
維
持
し
た
。

野
菜
・
果
実
も
２
３
０
億

円
（
３９
・
２
％
増
）
と
好
調

で
、
中
で
も
リ
ン
ゴ
が
６５
億

円
（
６７
・
５
％
増
）
、
イ
チ

ゴ
が
２９
億
円（
７６
・
１
％
増
）

と
大
き
く
伸
び
た
。

そ
の
ほ
か
、
日
本
酒
が
１

７
５
億
円
（
９１
・
７
％
増
）、

緑
茶
が
９６
億
円
（
３９
・
５
％

増
）
と
伸
び
た
。
米
（
援
助

米
除
く
）
は
２７
億
円
（
１
・

３
％
増
）
に
と
ど
ま
っ
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
香
港

１
０
３
０
億
円
（
１６
・
８
％

増
）
、
中
国
１
０
１
８
億
円

（
３４
・
４
％
増
）
、
米
国
７

７
８
億
円
（
４３
・
２
％
増
）

の
順
に
多
か
っ
た
。
米
国
は

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
牛
肉
な

ど
が
増
加
し
た
。

昨
年
７
月
以
来
、
１２
月
連

続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ
て

い
る
。
初
の
年
間
輸
出
額
１

兆
円
超
え
の
可
能
性
が
高
ま

っ
た
。
政
府
は
輸
出
額
を
２５

年
に
２
兆
円
、
３０
年
に
５
兆

円
へ
と
引
き
上
げ
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
野
上
浩
太
郎

農
相
は
同
日
の
会
見
で
、
更

な
る
輸
出
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
に

基
づ
き
輸
出
産
地
の
形
成
な

ど
を
進
め
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

７
月
１
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
梅
雨
前
線
が

停
滞
し
、
記
録
的
な
大
雨
に

見
舞
わ
れ
た
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
大
雨

に
よ
る
全
国
の
農
林
水
産
関

係
の
被
害
は
４１
都
府
県
に
及

び
、
被
害
額
は
３
１
７
億
９

千
万
円
と
な
っ
た
（
８
月
１２

日
の
集
計
時
点
）
。
そ
の
う

ち
、
農
地
の
損
壊
に
よ
る
被

害
額
は
３９
都
府
県
の
４
４
８

８
ヵ
所
で
７２
億
６
千
万
円
、

農
業
用
施
設
等
の
被
害
額
は

３８
都
府
県
の
４
１
１
９
ヵ
所

で
９６
億
３
千
万
円
に
上
っ

た
。農

畜
産
物
等
の
被
害
額
も

１１
億
５
千
万
円
に
上
っ
た
。

１６
都
県
の
７
７
２
・
４
㌶
で

水
稲
の
冠
水
な
ど
が
あ
り
、

被
害
額
は
７
億
８
千
万
円
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
損
壊
が

９
県
で
１
８
４
件
発
生
し
、

被
害
額
は
１
億
６
千
万
円
と

な
っ
た
。

ま
た
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る

林
地
荒
廃
や
林
道
施
設
等
の

破
損
な
ど
、
林
野
関
係
の
被

害
が
１
３
６
億
４
千
万
円
と

多
額
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
７
月
３０
日
、
７
月

１
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被

害
を
激
甚
災
害
に
指
定
す
る

見
込
み
に
な
っ
た
と
発
表
。

農
地
・
農
業
用
施
設
及
び
林

道
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
国
庫
補
助

率
が
嵩
上
げ
さ
れ
る
。

同
省
は
同
日
、
災
害
復
旧

事
業
の
査
定
期
間
を
短
縮
す

る
「
大
規
模
災
害
時
の
災
害

査
定
の
効
率
化
」
を
適
用
す

る
と
発
表
。
「
机
上
査
定
」

の
上
限
額
の
引
き
上
げ
や
査

定
資
料
の
簡
素
化
な
ど
に
よ

り
、早
期
復
旧
を
促
進
す
る
。

青
森
県
の
中
南
部
に
位
置

し
、
秋
田
県
と
接
す
る
平
川

市
は
、
２
０
０
６
年
に
南
津

軽
郡
の
平
賀
町
・
尾
上
町
・

碇
ヶ
関
村
の
３
町
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
旧
・
平
賀

ぜ
ん
こ
う

じ

た
い

お
お
ぼ
く
た
い

町
の
善
光
寺
平
、
大
木
平
な

ど
は
戦
後
開
拓
地
で
、
高
原

野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
。

戦
後
、
農
村
の
二
・
三
男

対
策
と
し
て
、
各
地
で
分
村

入
植
が
行
わ
れ
た
。
善
光
寺

平
に
は
５２
（
昭
和
２７
）
年
、

同
郡
畑
岡
村
（
現
・
北
津
軽

郡
板
柳
町
）
か
ら
３７
戸
が
入

植
し
た
。

八
甲
田
山
連
峰
の
南
西
部

に
位
置
す
る
標
高
約
７
０
０

㍍
の
高
冷
地
で
、
大
木
や
竹

が
生
い
茂
る
原
野
だ
っ
た
。

立
木
の
伐
採
、
伐
根
な
ど
の

作
業
は
人
力
で
行

っ
た
。
豪
雪
地
帯

で
積
雪
期
間
が
長

く
、
営
農
は
な
か

な
か
進
ま
な
か
っ

た
。
製
炭
や
山
仕

事
な
ど
で
生
計
を

維
持
し
た
期
間
が

長
か
っ
た
。
入
植

者
の
う
ち
２４
戸

は
、
将
来
へ
の
不

安
や
生
活
苦
の
た
め
、
次
々

と
離
農
し
、
山
を
去
っ
た
。

善
光
寺
平
を
は
じ
め
、
八

甲
田
山
周
辺
の
高
冷
開
拓
地

の
営
農
不
振
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
時
、
農
林
事
務
所
等

が
中
心
と
な
り
、
野
菜
の
栽

培
が
大
々
的
に
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
善
光
寺
平
で
は
、
特

に
漬
物
用
ダ
イ
コ
ン
に
重
点

を
置
い
た
。
や
が
て
、
大
型

ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
に
よ
り

農
作
業
の
省
力
化
が
進
ん

だ
。
牧
草
畑
と
肉
用
牛
を
加

味
し
、
地
力
の
減
退
を
防
ぐ

堆
肥
づ
く
り
も
行
っ
た
。
野

菜
栽
培
が
本
格
的
と
な
り
、

規
模
拡
大
に
も
取
り
組
み
、

営
農
は
次
第
に
安
定
し
た
状

態
に
な
っ
て
い
っ
た
。

現
在
、
善
光
寺
平
を
中
心

に
、
八
甲
田
山
麓
の
高
冷
開

拓
地
は
高
原
野
菜
の
一
大
産

地
と
な
っ
た
。
ダ
イ
コ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

開
拓
地
の
入
り
口
に
生
え

て
い
る
巨
木
の
そ
ば
に
、
善

光
寺
平
開
拓
３５
周
年
記
念
碑

が
あ
る
。
８７
年
に
入
植
者
一

同
が
建
立
し
た
も
の
で
、
碑

銘
は
「
永
遠
之
繁
栄
」
。

碑
文
に
は
「
希
望
と
勇
気

を
も
て
汗
に
汗
し
耐
え
に
耐

え
て

基
を
築
き
し
人
々
の

徳
が
尊
く
し
の
ば
る

そ
の

業
績

そ
の
姿
を
永
く
後
世

に
伝
え
ん
と
朝
夕
ご
恩
を
胸

に
記
念
碑
を
建
立
す
」
と
あ

お
も

り
、
末
尾
に
「
祖
を
念
い

祖
の
徳
を
修
め

残
り
し
我

ら
一
徳
一
心
善
光
寺
平
繁
栄

に
鞭
打
つ
を
誓
う
」
と
決
意

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

８
月
後
半
か
ら
１０
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
機

関
・
団
体
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

８
月

２４
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

１
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

２
日

全
開
連
決
算
監
査
・

監
事
会

３０
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

１０
月

１
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

５
日

同
説
明
会
（
九
州
地

区
）

チーズの需給表
前年度比

１０７.１
１０９.８
１０５.０
９８.４
９９.２
９８.１
９８.９
１０２.１
１０１.９
１０６.１
１００.２
－
－

資料：農水省「チーズの需給表」（抜粋）

２０２０

４７,５６４
２１,３０７
２６,２５７
２８２,４５４
９１,５３２
１９０,９２２
２１７,１７９
１４３,５２５
１３４,２７８
９,２４７

３６０,７０４
１８.９
１４.１

２０１９

４４,３９７
１９,４０２
２４,９９５
２８６,９３８
９２,２８７
１９４,６５１
２１９,６４６
１４０,５１０
１３１,７９３
８,７１７

３６０,１５６
１７.４
１３.１

２０１８

４５,３８４
２０,８５１
２４,５３３
２７９,５６７
９３,８１５
１８５,７５２
２１０,２８５
１４２,６５７
１３３,０１２
９,６４５

３５２,９４２
１８.２
１３.６

２０１７

４５,５１２
２１,７８５
２３,７２７
２６６,９７９
８７,９４１
１７９,０３８
２０２,７６６
１３６,３９９
１２７,２８２
９,１１７

３３９,１６５
１９.９
１４.２

年度項目
国産ナチュラルチーズ生産量①
プロセスチーズ原料用②
プロセスチーズ原料用以外③

輸入ナチュラルチーズ総量④
プロセスチーズ原料用⑤
プロセスチーズ原料用以外⑥

ナチュラルチーズ消費量⑦＝③＋⑥
プロセスチーズ消費量⑧
国内生産量⑨
輸入数量⑩

チーズ総消費量⑪＝⑦＋⑧
プロセスチーズ原料用の国産割合
チーズ総消費量の国産割合

（トン、％）

７
月
大
雨
４１
都
府
県
で
被
害

チ
ー
ズ
総
消
費
量
、６
年
連
続
で
最
高
更
新

チ
ー
ズ
総
消
費
量
、６
年
連
続
で
最
高
更
新

農
林
水
産
関
係
は
３１８
億
円

２０
年
度

国
産
割
合
は
１
ポ
イ
ン
ト

上
昇
の
１４
％

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
額
３２
％
増

１
〜
６
月

牛
肉
倍
増
、果
実
も
好
調

青森県平川市・善光寺平開拓

「永遠之繁栄」
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図１　加工食品の原料原産地が表示されている商品と
　　  されていない商品のどちらを購入したいか

0.0 20.0 40.0

表示されている商品 35.1

4.6

28.8

16.4

14.9

0.2

表示されていない商品

値段による

表示されている
産地による

気にしない

その他

図２　17年９月１日から新たな加工食品の原料原産地
　　   表示制度が始まったことを知っているか

はい 14.2

85.8

（消費者庁の資料から）

いいえ

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主な農産物の類別・年次別価格指数の推移（2015年＝100）
140

130

120

110

100

90

80

70
2011年 12 13 14 15 16 17 18 19 20

農産物（総合） 米 イモ 野菜
果実 花き 畜産物

消
費
者
庁
は
７
月
８
日
、

２０
年
度
の
食
品
表
示
に
関
す

る
消
費
者
意
向
調
査
の
報
告

書
を
公
表
し
た
。
調
査
対
象

は
全
国
の
満
１５
歳
以
上
の
日

本
国
籍
を
持
つ
一
般
消
費
者

１
万
人
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
表

示
制
度（
以
下
、
表
示
制
度
）

は
、
１７
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

と
も
知
ら
な
い
人
が
約
９
割

と
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、

認
知
度
に
課
題
が
あ
る
。

「
現
在
、
加
工
食
品
に
は

原
料
原
産
地
が
表
示
さ
れ
て

い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
る
と
知
っ
て
い
る

か
」
は
、
「
は
い
」
が
３６
・

８
％
と
、
４
割
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
性
年
代
別
に

み
る
と
、
「
は
い
」
の
回
答

割
合
は
、
男
性
が
７０
代
以
上

が
４１
・
９
％
、
女
性
は
７０
代

以
上
が
４９
・
２
％
で
、
と
も

に
７０
代
以
上
が
他
世
代
よ
り

も
高
か
っ
た
。

「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
人
（
３
６
７
９
人
）
の

「
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

こ
と
を
ど
う
思
う
か
」
は
、

「
表
示
方
法
が
異
な
る
商
品

が
あ
る
た
め
困
惑
す
る
」
が

４０
・
０
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
「
気
に
し
た
こ
と
が
な

い
」
が
２５
・
１
％
、
「
制
度

を
理
解
し
て
い
る
た
め
、
納

得
し
て
い
る
」
が
１６
・
１
％

だ
っ
た
。

性
年
代
別
に
み
る
と
、
男

性
は
１０
〜
２０
代
が
３８
％
台
〜

４７
％
台
で
「
気
に
し
た
こ
と

が
な
い
」が
最
も
高
く
、３０
〜

７０
代
以
上
が
３３
％
台
〜
３８
％

台
で
「
表
示
方
法
が
異
な
る

商
品
が
あ
り
困
惑
す
る
」
が

最
も
高
か
っ
た
。
女
性
も
同

様
で
、
１０
〜
２０
代
は
３７
％
台

〜
５０
％
台
で
「
気
に
し
た
こ

と
が
な
い
」が
最
も
高
く
、３０

〜
７０
代
以
上
で
４０
％
台
〜
５０

％
台
で
「
表
示
方
法
が
異
な

る
商
品
が
あ
り
困
惑
す
る
」

が
最
も
高
か
っ
た
。
男
女
と

も
、
若
年
層
で
特
に
関
心
の

薄
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

「
原
料
原
産
地
が
表
示
さ

れ
て
い
る
商
品
と
さ
れ
て
い

な
い
商
品
の
ど
ち
ら
を
購
入

し
た
い
か
」
は
、
図
１
の
と

お
り
。

性
年
代
別
で
は
、
男
性
は

１０
〜
５０
代
は
３４
％
台
〜
３８
％

台
で
「
値
段
に
よ
る
」
が
最

も
高
く
、
６０
〜
７０
代
以
上
が

３６
％
台
〜
４７
％
台
で
「
表
示

さ
れ
て
い
る
商
品
」
が
最
も

高
か
っ
た
。
女
性
で
は
、
１０

〜
３０
代
が
３４
％
台
〜
３８
％
台

で
「
値
段
に
よ
る
」
が
最
も

高
く
、
４０
〜
７０
代
以
上
が
４２

％
台
〜
５３
％
台
で
「
表
示
さ

れ
て
い
る
商
品
」
が
最
も
高

か
っ
た
。

一
方
、
「
１７
年
９
月
１
日

か
ら
新
た
な
表
示
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
」
は
図
２
の
と
お
り
。
知

っ
て
い
る
人
は
１
割
台
に
と

ど
ま
り
、
産
地
が
表
示
さ
れ

て
い
る
商
品
を
希
望
す
る
人

が
多
い
も
の
の
、
認
知
度
に

課
題
が
う
か
が
え
た
。
性
年

代
別
で
は
、
男
性
は
１０
代
が

１９
・
６
％
、
女
性
は
７０
代
以

上
が
１７
・
９
％
で
「
は
い
」

が
最
も
高
い
。

「
表
示
制
度
の
新
ル
ー
ル

の
表
示
へ
の
移
行
の
猶
予
期

間
を
知
っ
て
い
る
か
」
は
、

「
は
い
」
が
１０
・
９
％
に
と

ど
ま
っ
た
。性
年
代
別
で
は
、

男
性
は
２０
代
が
１６
・
０
％
、

女
性
は
４０
代
が
１１
・
６
％
で

そ
れ
ぞ
れ
最
も
高
い
。

新
し
い
表
示
制
度
の
認
知

度
向
上
と
有
効
活
用
が
望
ま

れ
る
。

農
水
省
は
７
月
２９
日
、
２０

年
の
農
業
物
価
指
数
（
１５
年

基
準
）を
公
表
し
た
。農
産
物

価
格
指
数
は
、
果
実
・
野
菜

な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
た
こ

と
等
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ

１
・
６
％
上
昇
し
た
。
農
業

生
産
資
材
価
格
指
数
は
、
光

熱
動
力
の
価
格
低
下
な
ど
に

よ
り
、０
・
１
％
低
下
し
た
。

農
産
物
価
格
指
数
は
１
１

１
・
０
だ
っ
た
。
畜
産
物
・

米
な
ど
は
価
格
が
低
下
し
た

も
の
の
、
果
実
・
野
菜
な
ど

で
上
昇
し
た
こ
と
が
要
因
。

類
別
に
み
る
と
、
野
菜
は

９８
・
９
で
、
前
年
に
比
べ
４

・
３
％
上
昇
し
た
。
７
月
の

長
雨
・
日
照
不
足
、
８
月
の

猛
暑
・
少
雨
の
影
響
で
生
育

不
良
と
な
り
、
多
く
の
品
目

で
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
。
個
別
の
品

目
で
は
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ニ
ン

ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
で
特
に

大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

果
実
は
１
３
３
・
１
で
、

１４
・
３
％
上
昇
し
た
。ナ
シ
が

開
花
期
の
低
温
に
よ
る
着
果

不
良
な
ど
か
ら
出
荷
量
が
減

少
し
、
価
格
が
上
昇
し
た
こ

と
が
影
響
し
た
。
ま
た
、
前

年
の
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

り
リ
ン
ゴ
の
出
荷
量
が
減
少

し
、
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
。
個
別
の
品
目

で
は
、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
二
十

世
紀
・
豊
水
、ウ
メ
な
ど
で
特

に
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

イ
モ
は
１
０
８
・
３
で
、

前
年
か
ら
２１
・
７
％
上
昇
し

た
。
暖
冬
に
よ
り
、
バ
レ
イ

シ
ョ
の
生
育
が
前
進
し
、
出

荷
が
早
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
５
〜
７
月
の
出
荷
量
が

減
少
し
、
価
格
が
上
昇
し
た

こ
と
な
ど
が
影
響
し
た
。

米
は
１
２
８
・
９
で
、
１

・
７
％
低
下
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
な
ど
か
ら
、
中
食
・
外
食

事
業
者
向
け
の
販
売
数
量
が

減
少
し
た
た
め
。

ま
た
、
農
業
交
易
条
件
指

数
（
農
産
物
価
格
指
数
／
農

業
生
産
資
材
価
格
指
数
×
１

０
０
）
は
１
０
９
・
０
と
な

り
、
前
年
か
ら
１
・
６
％
上

昇
し
た
。

※
農
業
交
易
条
件
指
数
と

は
、
生
産
者
の
収
益
環
境
の

変
化
を
示
す
指
標
の
こ
と
。

指
数
の
上
昇
は
経
営
環
境
の

改
善
を
意
味
す
る
。

農
水
省
は
６
月
２９
日
、
２０

年
産
の
花
き
の
作
付
面
積
及

び
出
荷
量
を
公
表
し
た
。
観

葉
植
物
・
切
り
枝
以
外
の
全

品
目
で
出
荷
量
が
減
少
し

た
。
い
ず
れ
の
類
別
で
も
生

産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
作

付
面
積
が
縮
小
し
て
お
り
、

加
え
て
、
切
り
花
類
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
出
荷
量

が
減
少
し
た
。

切
り
花
類
の
作
付
面
積
は

１
万
３
４
１
０
㌶
で
、
前
年

か
ら
３
９
０
㌶
（
３
％
）
減

少
し
た
。
出
荷
量
は
３２
億
５

２
０
０
万
本
で
、
前
年
産
か

ら
２
億
３
０
０
０
万
本
（
７

％
）
減
少
し
た
（
図
）
。
作

付
面
積
の
減
少
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
業
務

用
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
が
出
荷
量
減
少
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

【
キ
ク
】
作
付
面
積
は
４

３
１
４
㌶
で
、
前
年
産
に
比

べ
１
７
６
㌶
（
４
％
）
減
少

し
た
。
出
荷
量
は
１３
億
本
で

前
年
産
に
比
べ
１
億
１
２
０

０
万
本
（
８
％
）
減
少
。
県

別
で
は
、
愛
知
が
３４
％
、
沖

縄
が
１８
％
、
福
岡
が
６
％
の

順
。
上
位
５
県
で
全
国
の
約

７
割
を
占
め
て
い
る
。

【
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
】
作

付
面
積
は
２
６
２
㌶
で
、
９

㌶
（
３
％
）
減
少
。
出
荷
量

は
２
億
６
１
０
万
本
で
、
１

６
６
０
万
本
（
７
％
）
減
っ

た
。
県
別
で
は
、
長
野
が
２３

％
、
愛
知
が
１８
％
、
北
海
道

が
１０
％
の
順
で
高
い
。
上
位

５
道
県
で
全
国
の
約
７
割
を

占
め
る
。

【
バ
ラ
】
作
付
面
積
は
２

９
１
㌶
で
、
１１
㌶
（
４
％
）

減
少
し
た
。
出
荷
量
は
２
億

８０
万
本
で
、
２
０
４
０
万
本

（
９
％
）
減
少
し
た
。
県
別

で
は
、
愛
知
が
１６
％
、
静
岡

が
１０
％
、
山
形
・
福
岡
が
７

％
の
順
で
高
い
。

【
リ
ン
ド
ウ
】
作
付
面
積

は
４
０
７
㌶
で
、
１５
㌶
（
４

％
）減
っ
た
。出
荷
量
は
８
１

７
０
万
本
で
、
３
５
０
万
本

（
４
％
）減
。県
別
で
は
、岩
手

が
５８
％
、秋
田
が
１４
％
、山
形

が
９
％
の
順
。
上
位
３
県
で

全
国
の
約
８
割
を
占
め
る
。

【
洋
ラ
ン
類
】
作
付
面
積

は
１
０
９
㌶
で
、
１０
㌶
（
８

％
）
減
っ
た
。
出
荷
量
は
１

３
２
０
万
本
で
、
１
４
０
万

本
（
１０
％
）
減
少
し
た
。
県

別
で
は
、
徳
島
・
福
岡
が
１５

％
、
埼
玉
・
沖
縄
が
９
％
な

ど
。
上
位
５
県
で
全
国
の
約

６
割
を
占
め
て
い
る
。

【
ユ
リ
】
作
付
面
積
は
６

５
９
㌶
で
、
３４
㌶
（
５
％
）

減
っ
た
。
出
荷
量
は
１
億
１

５
５
０
万
本
で
、
８
５
０
万

本
（
７
％
）
減
少
し
た
。
県

別
で
は
、
埼
玉
が
２１
％
、
高

知
・
新
潟
が
１０
％
な
ど
で
高

い
。
上
位
５
道
県
で
全
国
の

約
５
割
を
占
め
る
。

食
の
外
部
化
・
簡
便
化
が

進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
農

水
省
は
７
月
２０
日
、
国
産
の

農
林
水
産
物
や
有
機
農
産
物

の
積
極
的
な
選
択
を
促
す
国

民
運
動
「
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド

シ
フ
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る

と
発
表
し
た
。

食
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
と
同
様
、
新
た
な
生
活
様

式
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
日
本
の
食
環
境
の
継
続

的
な
安
定
の
た
め
に
は
、
消

費
者
と
生
産
者
が
一
体
と
な

り
、
食
料
自
給
率
・
環
境
と

の
調
和
・
食
育
な
ど
、
様
々

な
日
本
の
食
を
取
り
巻
く
課

題
を
自
分
た
ち
の
こ
と
と
捉

え
、
行
動
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

同
省
は
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド

シ
フ
ト
の
た
め
の
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
設
置
。
日
本
各

地
の
食
を
支
え
る
生
産
者
な

ど
の
努
力
や
創
意
工
夫
を
紹

介
し
て
い
く
。
新
し
い
取
り

組
み
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
応

援
も
行
う
。

消
費
者
・
生
産
者
・
食
品

関
連
事
業
者
・
政
府
が
一
体

と
な
っ
て
今
後
の
日
本
の
食

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

指
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
っ

た
運
動
の
ア
ピ
ー
ル
も
行

っ
て
い
く
。

国
産
の
農
林
水
産
物
を

選
択
す
る
消
費
者
の
機
運

が
高
ま
る
よ
う
、
運
動
が

盛
り
上
が
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

消費者意向調査

切
り
花
類
出
荷
量
７
％
減

原
料
原
産
地
表
示
制
度
の
認
知
に
課
題

コ
ロ
ナ
禍
、業
務
用
需
要
減
少
等
が
影
響

開
始「
知
っ
て
い
る
」１４
％
に
と
ど
ま
る

生
産
者
の
努
力
を
紹
介

「
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
」開
始

２０年 農産物価格指数１．６％上昇
果実・野菜などの価格上昇で



開 拓 情 報（5） 第760号 2021年（令和3年）8月15日（毎月１回１５日発行）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

10

キウイフルーツの収穫量
　及び出荷量の推移（全国）

（千ｔ）

（
収
穫
量
・
出
荷
量
）
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201918

出荷量
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22.5

19.9

収穫量

1716 年産

果樹の重要害虫であるハダニは、増
殖が早い。また、化学合成農薬（殺ダ
ニ剤）に対して薬剤抵抗性を発達させ
やすい（薬剤が効かなくなりやすい）。
そのため、多くの産地で防除効果を補
うための農薬の追加散布が日常化して
いる。
新規薬剤の開発スピードがハダニの

薬剤耐性の獲得に間に合わないことも
心配されるため、殺ダニ剤だけに依存
しない実用的な害虫管理体系への転換
が望まれている。
ナシやリンゴでは、年３回程度の殺
ダニ剤散布が慣行的に行われている。
農研機構を代表とする農食事業２８０２２
Ｃコンソーシアムはハダニの有力な天
敵であるカブリダニに注目し、「果
樹園に自然に生息する土着のカブ
リダニ（土着天敵）」と「製剤化
されたカブリダニ（天敵製剤）」
を合わせて使うことでハダニを撃
退させる方法を考案した。両者の
長所を最大限に活かし、殺ダニ剤
への依存を大幅に減らした新しい
ハダニ防除体系「〈ｗ天〉（だぶて
ん）防除体系」として確立し、標
準作業手順書を公表した。
殺ダニ剤での防除が困難な産地
では防除体系のスムーズな導入を
可能にし、薬剤防除に問題がない
産地では防除体系のさらなる普及

を促す。殺ダニ剤の
使用頻度の抑制と天
敵の延命を可能にす
ることで、果樹の生
産性の向上と環境負
荷軽減の両立に役立
てることができる。
手順は、①天敵に
配慮した薬剤の選択
②天敵に優しい草生
管理③補完的な天敵
製剤の利用④協動的
な殺ダニ剤の利用―
となっている（図
１）。ナシの防除体
系を築くスケジュールのイメージは図
２のとおり。土着天敵が抑制され十分
な防除効果が期待できない場合は、ミ
ヤコカブリダニ製剤を活用する。
果樹の栽培環境は多様であり、天敵
の利用技術は、樹種や栽培法および園
地の環境に大きく依存する。そのため、
安定した防除効果を得るためには、そ
れぞれの地域や環境に適合した体系の
調整・アレンジが必要となる。手順書
はこれを解説したもので、基礎から応
用までに必要な情報を提供している。
手順書は、「ナシ編」「リンゴ編」
及び「基礎・資料編」を作成。ナシ編

及びリンゴ編のⅠ章では、防除体系の
基本構造や導入における留意点、Ⅱ章
ではナシ・リンゴ栽培への導入のため、
〈ｗ天〉防除体系の構築から個別技術の
導入や実践までのノウハウを解説、モ
デル体系や導入事例を紹介している。
同機構は、〈ｗ天〉防除体系は、カ
ブリダニのみでなく、他の天敵類や受
粉を助ける花粉媒介昆虫類の保護にと
っても好ましいとしている。〈ｗ天〉
防除体系の活用が進むことで、さらな
るＩＰＭ（総合的病害虫管理）や環境
保全型農業の発展が期待されるとして
いる。

毎年この時期には、各地で台風によ
る被害が発生している。農作物等に大
きな被害を与えるため、事前・事後の
対策が重要となる。
■共通事項
事前対策は、最新の気象情報、警報、
注意報を常にチェックする。周辺から
飛んでくる危険があるものを片付け
る。台風の接近前に、施設やほ場周辺
の点検、排水路の清掃を行う。速やかに
排水できるよう、溝切り、畝立てなど

の対策をする。水害の恐れがある地帯
では強制排水のポンプも準備する。施
設では、天窓や扉があおられたり風が
吹き込まないよう、完全に閉めておく。
事後対策では、停滞水は、明きょな
どで速やかな排水に努める。冠水や多
湿、茎葉の損傷などで病害にかかりや
すくなっているため、台風通過後はす
ぐに適切な薬剤散布を行う。また、草
勢回復のため、液肥のかん注や葉面散
布剤を散布する。

■野菜
キャベツ・レタスなど葉菜類は、倒
伏や茎折れを軽減するため、べたがけ
資材の利用や土寄せを行う。ネギなど
倒伏したものは、なるべく早く引き起
こす。ハクサイなどは株を直し、株元
に軽く土寄せを行ってねじれを防ぐ。
また、茎葉に泥土が付いている場合、
動力噴霧器などを使って水で洗い、適
切な薬剤を散布する。
キュウリ・トマトなど果菜類は、強
風による損傷などの軽減のため、茎や
枝を支柱やネット、誘引線に固定し支
柱等の点検・補強を行う。事後対策で
は、根傷みによる草勢低下などを防ぐ
ため、摘果や若採りを早急に行う。ネ
ット等から外れたつるなどは、再度誘
引する。茎葉の損傷が激しい場合には、
新葉の発生を確認してから摘み取る。
排水後、ほ場作業が可能になったら
すぐに畦間の中耕を行う。土壌の通気
性を良くし、根の動きを回復させる。

■果樹
強風に備えて、事前に防風網や果樹
棚支柱の点検・補修を行っておく。倒
伏しやすい樹体は支柱により補強す
る。幼木・若木は主枝が折れないよう、
支柱を添えて固定するなど補強する。
カンキツ類のかいよう病やモモせん
孔細菌病、ナシ黒星病等の発生地域で
は、風雨の影響で感染が拡大する恐れ
がある。台風接近前に防除を行う。リ
ンゴのわい性台樹は倒伏しやすい。支
柱への結束状態を確認し、不十分な場
合は補強する。ナシ・ブドウなどの果
樹棚の施設は、前もって点検し、アン
カー補強や棚線の締め直し等を行う。
事後対策では、落果果実は速やかに
集め、農薬散布から収穫までの経過日
数に留意し、早期出荷など、適正に対
処する。倒伏した場合、根を切らない
よう早急に起こし支柱で支える。日焼
けや樹脂病等にも注意し、被害に応じ
て摘果、塗布剤などを使用する。

農水省は８月１０日、２０年産キウイフ
ルーツの結果樹面積、収穫量及び出荷
量を公表。収穫量は、主産地の天候不
順の影響により、前年産に比べ１１％減
少した。
結果樹面積は１９００ha で、前年産並み
だった。１０ａ当たり収量は１１８０㎏で、
前年産に比べ１５０㎏（１１％）下回った。
これは、主産地の福岡県で４月上旬の
晩霜の影響により着果数が減少したこ
とに加え、愛媛県で６月下旬から７月
中旬の長雨、日照不足などにより果実
の肥大が抑制されたこと等による。

収穫量は２万２５００ｔ、出荷量は１万
９９００ｔで、それぞれ２８００ｔ（１１％）、２６００
ｔ（１２％）減少した。
都道府県別の収穫量割合の上位は、
愛媛が２１％、福岡が１６％、和歌山が１５％
となっており、この３県で全国の約５
割を占めている。

図１．〈ｗ天〉防除体系を構成する４つのステップ

農水省は７月１３日、２１年産リンゴの
予想生産量を７２．５万ｔと発表した。２０
年産生産実績７６．３万ｔに比べ、３．８万ｔ
（５．０％）減少すると見込んだ。
２０年産は、主産地の青森県及び長野
県で天候に恵まれ、生育が良好だった
ため、全国の生産量は前年を上回った。

だが、近年、生産者の高齢化に伴う労
働力不足等により、栽培面積及び生産
量は減少傾向で推移している。
２１年産の収穫時期別の予想生産量
は、つがる（早生種）が２０年産生産実
績比０．３万ｔ（３．６％）減の８．１万ｔ、ふ
じ（晩生種）が１．９万ｔ（４．８％）減の
３７．４万ｔ、その他（つがる、ふじ以外
の合計）が１．６万ｔ（５．６％）減の２７万ｔ
となっている。

図２．ナシ〈ｗ天〉防除体系の概念図

農研機構の資料から

天敵特性活かし二重対策
果樹のハダニ防除の体系

支柱の点検、倒伏防止策を支柱の点検、倒伏防止策を
野菜・果樹の台風対策野菜・果樹の台風対策

２０年産キウイフルーツ
天候不順で収穫量１１％減

リンゴ予想生産量７２．５万㌧
２１年産、前年比５％減
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夏の高温は乳牛の体力を消耗させ、
飼料摂取量が減り、乳量の低下を招く。
農研機構北海道農業研究センター

（札幌市）は乳牛へのイアコーンサイ
レージ（飼料用トウモロコシの子実・
し ん

芯・包皮のみを材料とし、密封貯蔵し
て発酵させたもの。茎葉を含まないた
めＷＣＳよりも栄養価が豊富、以下「Ｅ
ＣＳ」）給与で夏バテを防止し、乳量
の低下も防ぐことができることを明ら
かにした。
▼方法
北海道内４地区（ＴＭＲセンター型
の道北・上川Ａ地区、道東・根釧Ｄ地
区と、耕畜連携型の道央・胆振Ｂ地区、
道東・十勝Ｃ地区）で１７～１９年にイア
コーンサイレージの収量に関する試験
を実施。そのうち２地区｛Ａ地区（３
農家：１戸当たり平均７６～９０頭）、Ｃ
地区（１農家：１００頭規模）｝で乳牛へ
の給与試験を行い、乳用牛群能力検定
成績を解析した。
同場では、ＥＣＳ給与時における乳
牛の採食性と乳生産性の関連性を検証
した。また、普段から牛乳を飲んでいる
２０～６０代の一般消費者６５人に、ＥＣＳ
給与牛乳と圧ぺんトウモロコシ給与牛
乳を供試して官能評価試験を行った。
▼結果
ＥＣＳ乾物収量はＡ地区が１０ａ当た
り平均８４７．７㎏、Ｂ地区が平均８２９．６㎏、
Ｃ地区が平均８１８．７㎏だったが、栽培限
界地域に近いＤ地区は平均６６２．０㎏だ
った。生産費は、Ａ・Ｂ・Ｃ地区は輸
入圧ぺんトウモロコシの価格と同等以
下の生産費に収まった。
給与試験では、Ａ地区ではＥＣＳの
給与により（写真）、夏場の乳量低下
が抑制される傾向だった。Ｃ地区では
給与開始前に比べ、受胎までに要した
受精回数が１．８４回（０．１３回減）、初回受

精日の分娩後日数は、３．１日減少した。
同場の給与試験では、平均気温が２０度
を超えていても、採食量・乳量ともに
低下せず、図のとおり、２０度以下の時
と同等の採食量・乳量を維持した。こ
の結果は、Ａ・Ｃ地区の夏場の乳生産
性低下抑制を支持するものだった。
その他の効果では、耕畜連携でＥＣ
Ｓ生産に取り組むＢ地区の耕種農家４
農家では、ＥＣＳを輪作に取り入れる
ことで年間作業時間が減少した。その
結果、小麦の過作が解消し、新規作物
の導入が増え、経営面積が約１５％増加
した。

官能評価試験では、ＥＣＳ給与牛乳
の総合的なおいしさ（好み）は４１（１７
㌽高）となった。これは牛乳特有の甘
い香りを特徴づける乳中香気成分のラ
クトン類がＥＣＳ給与で増加した事象
との関連が示唆された。
ＥＣＳ利用の経済性は、Ｃ地区１農
家を対象に調査した。ＥＣＳ利用によ
り配合飼料が減少し、飼料費は３．５％
減、乳量が４．７％増となった結果、収益
性が１６％増となった。これは良好な嗜
好性による飼料摂取量の増加による効

果とみられた。
以上のことから、ＥＣＳの給与は乳
牛の夏バテを防止し、乳量減少を緩和
することや、消費者から好まれる牛乳
が生産される可能性が示された。

豚は暑さに弱く、夏季には飼養効率
が低下する。生産者が手軽に導入でき、
かつ効果がある暑熱対策が望まれてい
る。
石川県農林総合研究センター畜産試
験場は、豚舎全体を効率的に、簡易な
噴霧装置で冷やす実証試験を行った。
◇方法
試験は１９年８月１９日～９月２３日の約
１ヵ月に渡り（調査日：８月１９日、９
月２３日）、同試験場の肥育豚舎で行っ

た。豚房（８．１㎡）の
境に、空気を遮断す
るため、ビニールシ
ートの仕切りを設け
た。細霧ノズルは１

豚房当たり３個を０．９ｍ間隔の位置に、
床面から高さ約３ｍ、下方４５度で設置
した。
豚舎内の水道口から直接、モーター
式動力ポンプを使って送水した。噴霧
装置で細霧する試験区と、何も行わな
い対照区の２区を設けた。
舎内気温及び湿度の測定は、豚の目
線と同じ高さを意識した位置に自記記
録計を網カゴの上に乗せて設置、測定
した（写真㊦）。

２種類の試験を実施した。試験①は
噴霧装置を３０秒運転し、３０秒停止の間
欠運転、試験②では途中停止はせず連
続運転をし続けた。
◇結果
豚舎の気温は低下し、豚が噴霧装置
の下で寝転ぶなど、リラックスした状
態になり、暑熱が軽減されていると見
受けられた。試験①は豚舎内の気温が
緩やかに下がり、９０分間で１．５℃低下し
た。試験②では、開始後急速に豚舎内
の気温が下がり、７分間で３．２℃低下、
３０分間で４．０℃下がった。短時間で豚舎
内の温度を低下させることが可能だっ
た。湿度は試験区の方が高くなったが、
噴霧装置の下に進んで寝転びに行く豚

の様子から、問題はないとみられた。
以上から、噴霧装置による細霧で、
豚舎の気温が下がり、豚の快適性が確
保されることが示された。
なお、同試験場は、豚舎内の温度が

２７℃を超える暑熱負荷の強い場合は連
続運転にし、２７℃以下の場合は間欠運
転で良いと考察している。

第４９回全国酪農青年女性酪農発表
大会が７月１５日、宮城県仙台市でＷ
ＥＢ方式を併用して開かれ、同県伊
具郡丸森町の開拓酪農家三世・菊地
武士さん（３６歳）が最優秀に選ばれ、
農林水産大臣賞を受賞した。
菊地さんは「既存の牛舎で生産倍
増計画～遺伝子改良で夢の１万４０００
㎏牛群へ」と題して発表した。２０年
１２月３１日時点での飼養頭数は搾乳牛
４５頭、育成牛１７頭などの計７４頭。２０年
の生乳出荷量は４８９ｔだった。０６年の
就農と同時に取り組み始めた牛群検
定の２０年の成績は、個体乳量が１万
６５３㎏、体細胞数が１５．１万／ml、分娩
間隔は４１５日となっている。同年の自
給飼料の生産量は、飼料用トウモロ
コシ２１５ｔ・ライ麦１０７ｔ（２毛作）、イ
タリアンライグラス２９２ｔで、すべて
の作業を家族で行っている。
生産されたたい肥もすべて自家の
畑に施用したり、化学肥料の使用を

最小限にとどめるなど、資源循環の取
り組みを実施することにより、地球環
境に優しい酪農を目指している。
地域の先輩のアドバイスを受け、悩
みに悩んだ末、既存の施設をフル活用
し、「就農時から生産額を倍増させる」
「ゲノム解析による牛群改良の一歩を
踏み出す」という目標を立てた。
菊地さんが考える理想の牛は、乳量
はもとより、①受胎率が高いこと②乳
房炎にならないこと③周産期病になら
ないことの３つを兼ね備えた牛だとい
う。適切な管理により、ゲノム情報ど
おりの受胎が実現できている。
１８年に分離給与からＴＭＲに飼料を
変更した。削蹄を４ヵ月間隔で実施し
蹄病での廃用をゼロにするなど、カウ
コンフォートにも努めてきた。
ゲノム解析を活用してきたことによ
り、個体ごとの遺伝的総合指数（ＩＰ
Ｉ）は、０９年には成績の値が１４２７だっ
た牛群が２０年には２６９９まで上昇。ゲノ

ム解析に基づいて選抜した優秀な牛た
ちがこれから経産牛となるため、牛群
のレベルが上がってくることにワクワ
クしているという。生産額の倍増とい
う目標も、０６年の３２００万円から、２０年に
は７４００万円へと伸ばすことができた。
生乳販売でしっかりと利益が出ている
ことが強みとなっている。
今後の経営についても、牛群の改良
が急速に進んでいることを実感してお
り、１万４０００㎏牛群の達成は可能なこ
とだと確信している。さらなる成績向
上のため、５年後を目標に１５０頭規模の
フリーストール牛舎の建築を予定して
いる。地域の子ども会などを通じた地
域活動にも積極的に参加している。
６１年目を迎えた菊地牧場を次世代に
つなぐため、菊地さんの努力は続く。

イアコーンサイレージを食べる乳牛

イアコーンサイレージで夏バテ防止
採食・乳量の低下を軽減

写真・図ともに農研機構北海道農業研究センターの提供

発表する菊地武士さ
ん宮

城 開拓酪農家に大臣賞
第４９回全国酪農青年女性酪農発表大会

写真提供：全国酪農業協同組合連合会

細霧の下でくつろぐ豚の様子

簡易な噴霧装置で暑熱対策
豚の快適性を確保

写真提供：石川県農林総合研究センター畜産試験場
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代替敷料の周知・活用を
おが粉が不足し、価格上昇

乳用種・交雑種で発動
牛マルキン６月分

２１年畜産統計
豚飼養戸数１９年比４７０戸減
頭数は１３万４千頭増

農水省は７月１６日、「ＶＲ事故体感」
の映像を公開した。
畜産業などの農林水産業、食品産業
の現場では、毎年多くの死傷事故が発
生している。生産者の安全意識を向上
するため、作業事故をリアルなＶＲ（バ
ーチャルリアリティー）映像で体感す
ることができるものとなっている。
同省ホームページからアプリで確認
できる（別途ＶＲゴーグルが必要）ほ

か、動画サイトから検索することも可
能（通信料は利用者負担）。動画サイ
トの映像は、ＶＲではない普通の映像
で体感することもできる。
「畜産業における事故事例（作業中
の転倒・家畜の激突）」の映像は、途
中まではカメラ視点で映像が進んでい
くが、途中から生産者自身の視点に切
り替わる。酪農場の事例では、日常ど
おり除ふん作業に取り組んでいた生産

者が、興奮した牛に立て続けに
激突されケガを負う姿を、自分
自身の視点で体感でき、危機感
が高める映像となっている（写
真）。
事故を体感する映像の後に

は、対策として、①作業中は牛
をつなぐか、牛が少ない状態に
した後で作業を行う②危険牛が分かる
ようにする（耳標に印を付ける、色を
変える等）③頭部損傷は大きなダメー
ジとなるため、必ずヘルメットなど保
護具を装着する。牛に足を踏まれるこ
とに備えて、先芯入り、すべり止め付
きの靴を必ず履き、面倒と思わず手袋

も必ずする―などを重要な対策として
訴えている。
慌てて作業に取り組み、安全対策が
手薄になると、大きなケガや事故につ
ながる。日ごろから万全の安全対策を
行い、事故への危機感を常に忘れず作
業に取り組むことが重要となる。

農水省畜産局畜産振興課は７月９
く ず

日、おが粉（おが屑）の価格上昇等を
踏まえた対応について、関係団体等に
通知を発出した。北米における昨年か
らの住宅着工戸数の増加、中国の木材
需要増大等による輸入木材価格上昇の
影響により、家畜の敷料として利用さ
れるおが粉の価格が上昇している。こ
のため同省は、（公社）中央畜産会が
作成した代替敷料に関する資料をホー
ムページに掲載し、その周知と活用を
呼びかけている。
おが粉は、敷料として古くから利用
されているが、近年、木質バイオマス
発電用燃料の需要増大等により、地域
によっては、供給量の不足や価格の上
昇がみられる。通知では、輸入木材価

格の上昇に伴い国産木材の引き合いも
強まり、全体として木材製品価格が上
昇するなどの状況が生じていること
や、おが粉の入手が困難になりつつあ
るとの声が畜産関係者から寄せられて
いることを説明。おが粉の入手が困難
な場合の対応として、２つの資料の周
知と活用を要請している。
「おが粉の代替となる敷料の事例

集」:酪農、肉用牛、乳肉複合、養豚に
おける各地の事例を取りまとめたも
の。肉用牛では、「もみ殻と戻し堆肥」
「キノコ廃菌床」「プレナ屑（カンナ
屑）と粉砕バーク（樹皮）」などを取
り入れている事例を紹介している。
「おが粉代替敷料利活用マニュア

ル」：おが粉及び代替敷料（戻し堆肥、
もみ殻、細断古紙、キノコ廃菌床、メ
タン発酵残さ）それぞれの特徴、利用
上のポイントなどを記載している。

や り が た

槍形吸虫は牛やシカなどに寄生する
家畜の寄生虫で、感染すると慢性的な
生産性の低下を招くが、その感染経路
は特定されていない。
岐阜大学と共同研究機関は、野外で
初めて槍形吸虫の幼虫をカタツムリか
ら発見した。
同虫は従来、「ヤマボタルガ
イ」というカタツムリの仲間か
ら、アリを経由し牛に感染する
と考えられてきた。しかし、ヤ
マボタルガイがほぼいない地域
でも、ニホンジカなどの野生動
物から高確率で感染が確認され
ており、実際に野外でヤマボタ
ルガイやアリから同虫を見つけ
た例は無かった。
そこで、ヤマボタルガイが観
測されていない岐阜県で、調査
を行った。１４種２６９個体のカタツ
ムリを採取し、体内に同虫の幼
虫が感染しているかどうか調べた。２
種６個体のカタツムリから吸虫の幼虫
を発見できた。幼虫の形態だけで吸虫
の種類を特定するのは困難なため、幼
虫から抽出したＤＮＡを用いて、生物

の種類を特
定する手法
で行った。
その結果、
「オオケマ
イマイ」（写真）というカタツムリ
から同虫の未熟な幼虫が発見され

た。同虫の感染源である可能
性が示された。
同虫はアリを介して感染す
るが、カタツムリさえ居なけ
れば感染は広まらないため、
アリに対して神経質になる必
要はない。また、オオケマイ
マイに対しても、見つけ次第
駆除をしていくのは無理があ
るため、まずは「感染リスク
がある」と認識しておくこと
が重要となる。
その上で、オオケマイマイ
がいる放牧地などに、シカを

侵入させないことが重要となる。ア
リとオオケマイマイがいても、虫卵
を含むふんをするシカが侵入しなけ
れば、同虫の感染を心配する必要は
ない。

〇暑熱の牛への影響
梅雨明け後、全国的に真夏日が続き、
牛も大きなストレスを受けている。牛
の快適温度域は１０～１５℃とされてい
る。２５℃以上になると、呼吸数や発汗
を増加させ、熱放散により体温を調節
しようとするが、気温の上昇に伴い、
調節機能が追いつかなくなる。３０℃以
上では生産性が著しく低下してしま
う。特に肥育牛は高温に弱い。
牛の第一胃内は、発酵により熱を発
生するので、体温より高い。気温が高
くなると、採食量が減り、増体量の低
下など生産性に悪影響を及ぼす。
〇飼養管理の工夫・対策
飼料給与は朝夕の涼しい時間帯に行
い、飼槽は他の季節以上に清潔に保つ。
粗飼料は良質のものを給与し、摂取不
足を防ぐ。必要とする水分量が多くな

るので、常に新鮮な水を十分に飲める
よう、水槽管理を徹底する。
牛舎の換気、通風を良くする。日除
けのために遮光ネットなどを設置し、
直射日光から肥育牛を守る。
それぞれの農場で実施可能な工夫と
最良の対策により、暑熱ストレスを軽
減し、過ごしやすい飼養環境をつくる。
〇発生の恐れのある疾病
気温が３０℃を超える日が続き、牛舎
の換気が悪いと、熱射病の発生の恐れ
がある。また、粗飼料の摂取量が減る
と、第一胃内のｐＨが酸性に傾き、疾
病の発生リスクが高まる。ルーメンア
シドーシス、ビタミンＡ欠乏症などの
発症が心配される。
この時期から秋口にかけては個体観
察に努め、異常を早期に発見し、対処
することが必要となる。

農畜産業振興機構は８月１１日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２１年４・５・６月分、
確定値）を公表した。
６月分は乳用種及び交雑種で販売価
格が生産費を下回ったため、交付が行
われる。乳用種は６０ヵ月連続、交雑種

は３ヵ月ぶりの発動。１頭当たりの交
付金単価は乳用種が２万９７８６．４円（前
月２万１５０５．５円）、交雑種は２万６４８５．２
円となった。
前月と比較すると、乳用種の販売価
格はほぼ同額だったが、生産費が上昇。
交雑種は販売価格が低下し、生産費が
上昇している。
肉専用種は北海道、青森県、兵庫県
など１６道都県で交付が行われる。

農水省が７月９日に公表した畜産統
計（２１年２月１日現在）によると、全
国の豚の飼養戸数は３８５０戸で、前回（１９
年）に比べ４７０戸（１０．９％）減少した。
飼養頭数は９２９万頭で、１３万４０００頭
（１．５％）増加。１戸当たり飼養頭数は
２９３．６頭増え、２４１３．０頭となった。
飼養頭数は１１年以降減少傾向で推移

してきたが、増加に転じた。内訳をみ
ると、子取り用雌豚は８２万３２００頭で２
万９９００頭（３．５％）減少し、肥育豚は７６７
万６０００頭で８万２０００頭（１．１％）増加し
た。
地域別にみると、飼養戸数は全ての
地域で減っている。飼養頭数は、北陸、
東海、近畿及び沖縄で減少したが、他
の地域では増加した。
地域別の飼養頭数の割合は、関東・
東山及び九州で全国の約６割を占めて
いる。

牛が激突してくる場面
バババーーーチチチャャャルルル映映映像像像ででで作作作業業業事事事故故故ををを体体体感感感

危機感忘れず安全対策を

「ＶＲ事故体感」から

飼養管理の工夫でストレス軽減
肥育牛の暑熱対策

オオケマイマイ

岐阜大学の資料から
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

コロナ影響と出
荷頭数増加で、
相場もちあいか

７月は新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、牛肉需要が鈍い状況が続い
た。強含みの展開が予想されていた枝
肉相場は、弱もちあいで推移。特に和
牛は荷動きが停滞し、軟調な展開とな
った。
【乳去勢】７月の東京市場の乳牛去
勢Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０６１円（前年同月比１１６％）
となり、前月に比べ１７円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、８月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７７００頭（１０４％）と増加に転じると見
込んでいる。
【Ｆ１去勢】７月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５９１円（前年同月比１２２％）、Ｂ２は
１４０７円（１２４％）となった。前月に比べ
それぞれ３４円、４円上げた。
同機構は８月の交雑種の全国出荷頭
数を１万８４００頭（１０３％）と増加を予測
している。
【和去勢】７月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３６８
円（前年同月比１１７％）､Ａ３は２１２８円
（１１７％）となった。前月に比べそれぞ
れ１７円、１８円下げた。
同機構は８月の和牛の全国出荷頭数
を３万６９００頭（１０４％）と増加を予測し
ている。全体の出荷頭数は８万４６００頭
（１０４％）と増加を見込んでいる。

８月の輸入量は総量で４万８１００ｔ
（１０２％）と予測している。内訳は冷蔵
品が２万１８００ｔ（１１３％）、冷凍品が２
万６３００ｔ（９５％）。冷蔵品は、前年の
輸入量が豪州における現地価格の高騰

等により少なかったことか
ら、前年同月をかなり大き
く上回ると予測。冷凍品は、
北米からの入船遅れの影響
等により、やや下回ると見
込んでいる。
新型コロナウイルスの感
染者数が大都市圏を中心に
急増している。緊急事態宣
言の対象地域が拡大され
た。外出や会食の自粛が求
められており、外食需要の
低迷が継続する。
今年は、夏休みの行楽需
要の増加などは見込めない
が、内食需要は堅調に推移
する見通し。焼き肉など家

庭消費の増加に期待したい。
全品種で出荷頭数の増加が予測され
ている。荷動きに大きな変化は見込め
ず、家庭向けが中心となる。相場の上
げ材料が乏しく、総じてもちあいでの
推移が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１５００～１６００円、
Ｂ２は１３５０～１４５０円、和牛去勢Ａ４が
２３５０～２４５０円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

内食需要の継続
で、相場は強も
ちあいの展開か

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６３５円（前年同月比
９９％）、中物は６０１円（９７％）となった。
前月に比べそれぞれ１６円、８円上げた。
上旬は、上物、中物もとに６００円を超え
た。新型コロナウイルスの感染拡大に
伴う内食需要が継続したことや、全国
的に出荷頭数が減少傾向だったことか
ら、強もちあいの高値相場となった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、８月は１２７万５千頭（前年同月比
１００％、平年比９８％）、９月は１３３万７千
頭（９９％、１０２％）と前年・平年並みの
推移を見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、８月の輸入量は総量で６万８６００ｔ

（前年同月比１００％）の見込み。内訳は
冷蔵品が３万１５００ｔ（１０１％）、冷凍品
が３万７１００ｔ（１００％）。冷蔵品は前年
の輸入量が少なかったことから、前年
同月をわずかに上回ると予測。冷凍品
は、前年同月並みと予測している。
猛暑日が続き、肉豚の増体への影響
から、出荷頭数が予測より少なくなる
ことが考えられる。輸入量も増えない
見通し。
一方、新型コロナウイルスの感染拡
大で、内食向け需要が継続するとみら
れる。量販店を中心に引き続き堅調な
需要が見込まれる。このようなことか
ら、相場は強もちあいの展開が予想さ
れる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６２０～６５０円、
中物は５７０～６００円での相場展開か。

スモール弱もち
あい、乳・和子
牛はもちあいか

【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万６３２７円（前年同月比１０２％）、Ｆ１去
勢は３９万７０８０円（１０１％）となった。前
月に比べそれぞれ３５３０円、２０６円上げ
た。
牛肉需要期だが、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響で、枝肉相場の上げ
の展開は見込みにくい。素牛は両品種
とも、もちあいで推移か。
【スモール】７月の全国２２市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１２万２６４４円（前年同

月比１０６％）、Ｆ１（雄雌含む）は２３万３６０５
円（１１０％）となった。前月に比べ乳雄
は２万１５８４円下げ、Ｆ１は８５９５円上げ
た。
この時期、スモールへの暑熱ストレ
スの懸念から、引き合いが弱まること
が予想される。両品種とも、弱もちあ
いの展開か。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７８万
３００７円（前年同月比１１４％）となった。
前月に比べ４９０６円上げた。東海、近畿
で大きく上げた。
新型コロナウイルス感染拡大の影響
で、和牛枝肉相場の大きな上げは期待
できない状況。例年８月は子牛の上場
頭数が少ないが、もちあいの展開が予
想される。

農水省が７月２９日に公表した「２０
年農業物価指数」（４面に概要）に
よると、農産物価格指数（１５年＝１００）
のうち畜産物は１０２．０で、前年に比べ
２．１％低下した。肉用牛及び和子牛の
価格低下が主な要因。農業生産資材
価格指数（同）のうち、飼料や建築
資材などは上昇した。
畜産物のうち肉畜をみると、乳雄
肥育ホルスタイン種は９９．０（前年比
６．４％低下）、乳用肥育交雑種は８９．８
（１１．７％低下）、去勢肥育和牛は９５．９
（９．８％低下）、雌肥育和牛は９３．５
（１１．０％低下）と軒並み下がった。
新型コロナウイルス感染拡大の影響
で、牛肉の外食需要等が減少したこ
とによる。
一方、肉豚は９７．５（５．７％上昇）、
ブロイラーは９９．０（１．９％上昇）とな
っている。

子畜は１０８．１で１１．３％低下した。肥育
用乳用雄（ホルスタイン種）は１１５．６
（７．４％低下）、肥育用乳用（交雑種）
は１０７．０（１５．１％低下）、和子牛雄は
１０４．４（１１．９％低下）、和子牛雌は１０３．７
（１１．２％低下）と、いずれの品種も下
がったものの、１５年に比べるとここ５
年間、高値で推移している。子豚は
１０２．５（５．５％上昇）だった。
農業生産資材価格指数は、飼料が

９７．９で０．６％上昇した。これは、配合飼
料が９７．９（０．５％上昇）となったこと等
による。配合飼料のうち、肉用牛肥育
用は９９．３（０．８％上昇）だった。
そのほか、光熱動力は世界経済の停
滞に伴う原油安で９９．１と７．２％低下し
たものの、肥料は９８．８（０．８％上昇）、
建築資材は１０６．１（１．６％上昇）、農機具
は１０２．４（１．６％上昇）とそれぞれ上昇し
ている。

７月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６８０ ６７７ ２９８ ３０４ ２４３，５３０ ２４６，５７６ ８１７ ８１１
Ｆ１去 ２，２３４ ２，０３２ ３３５ ３３６ ３９４，８６９ ３８４，９４１ １，１７９ １，１４６
和去 ２，９８７ ２，３４７ ３３０ ３３２ ８１９，４８９ ８０６，５９５ ２，４８３ ２，４３０

東 北
乳去 ２ ３ ２７８ １９５ ２２０，０００ １１１，８３３ ７９１ ５７４
Ｆ１去 ― ２ ― ３６０ ― ３３６，０５０ ― ９３３
和去 ２，６７２ ２，７７２ ３２３ ３２８ ７５６，９６８ ７５５，０４８ ２，３４６ ２，３０３

関 東
乳去 ９０ ９ ３０８ ２３４ ３００，１９０ １０５，４７８ ９７４ ４５２
Ｆ１去 １８０ １５４ ３５３ ３５２ ３９４，８９４ ３９９，７４３ １，１１９ １，１３５
和去 ７１１ ９３６ ３２０ ３１４ ７９１，７２５ ７６２，９１５ ２，４７２ ２，４３２

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４９ １６７ ２８０ ３０１ ７１５，１５７ ７６１，７０１ ２，５５４ ２，５３４

東 海
乳去 ９ ８ ２８２ ２８８ ２５４，２２２ ２５４，７８８ ９０１ ８８５
Ｆ１去 ６３ ５７ ３２１ ３３４ ３９９，２４７ ３８２，６４６ １，２４４ １，１４４
和去 ３３５ １９０ ２７３ ２７１ ８３９，３００ ７６７，８８１ ３，０７０ ２，８３４

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４０６ ３０４ ２６３ ２７３ ７６５，８０３ ６７８，０２３ ２，９１３ ２，４８０

中 四 国
乳去 ７５ ５８ ２７０ ２８２ ２１６，７１５ ２３３，０４８ ８０４ ８２６
Ｆ１去 ３０７ ３４８ ３３３ ３３５ ４０７，４７６ ４３０，２０７ １，２２４ １，２８６
和去 ８６９ ９４４ ２９９ ３０５ ７７３，８２７ ７５８，８１９ ２，５８５ ２，４８９

九州・沖縄
乳去 １６ １１ ３０９ ３３０ １９９，８５６ ２０１，０００ ６４７ ６０９
Ｆ１去 ４５６ ４９３ ３３４ ３３５ ４０１，４７１ ４２３，５２５ １，２０２ １，２６４
和去 １０，７４２ ８，７６０ ２９９ ３０４ ７７８，７０９ ７８５，４７０ ２，６０４ ２，５８３

全 国
乳去 ８７２ ７６６ ２９７ ３０１ ２４６，３２７ ２４２，７９７ ８２９ ８０７
Ｆ１去 ３，２４０ ３，０８６ ３３５ ３３７ ３９７，０８０ ３９６，８７４ １，１８５ １，１７８
和去 １８，７７１ １６，４２０ ３０７ ３１２ ７８３，００７ ７７８，１０１ ２，５５１ ２，４９４

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

２０年農業
物価指数畜産物は前年比２．１％低下
コロナ影響で外食需要等が減少
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